
◎
論

説

小
特
集
◎
東
亜
同
文
書
院
百
年

東
亜
同
文
書
院
中
国
調
査
の

評
価
と
分
析

凋

天
喩

・
劉

柏
林

・
・
…

実
証
科
学
の
方
法
に
よ
る
ア
ジ
ア
、

ア
フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
の
国
と
地
域
に
つ
い
て
の
詳
細
な
社
会
調
査
は
、
西
洋
諸
国
が
植

民
地
主
義
を
推
進
し
、
世
界
統

一
市
場
を
建
設
す
る
た
め
に
取
り
組

ん
だ
長
期
的
な
活
動
で
あ
る
。
西
洋
諸
国
に
よ
る
中
国
に

つ
い
て
の

社
会
調
査
は
、
明
清
時
代
の
イ
エ
ズ
ズ
会
士
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
大
規
模

に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

一

九
世
紀
の
中
葉
以
降

で
あ
る
。
す
で
に
半
植
民
地

へ
と
転
落
し
て
い

た
中
国
の
地
理
、
歴
史
、
経
済
、
政
治
、
軍
事
、
社
会
組
織
、
風
俗

習
慣
、
宗
教
信
仰
、
文
物
古
跡
が
す

べ
て
欧
米
列
強

の
調
査
範
囲
と

な
り
、
宣
教
師
、
学
者
、
外
交
官
、
商
人
、
軍
人
等
が
こ
の
仕
事

に

加
わ

っ
た
。
西
洋
人
の
ア
ジ
ア
調
査
は
、
政
治
面
か
ら
い
え
ば
植
民

地
政
策

の
産
物

で
あ
り
、
学
術
面
か
ら

い
え
ば
近
代
実
証
主
義

の
調

査
方
法

の
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
展
開
で
あ

っ
た
。

こ
れ
は
、
わ
れ

わ
れ
が

こ
の
よ
う
な
活
動
を
評
価
、
分
析
す

る
際
に
と
ら
え
る
べ
き

二

つ
の
観
点

で
あ
り
、
そ
の
う
ち

一
方

の
側
面

に
よ

っ
て
、
も
う

一

方

の
側
面
を
排
除
し
た
り
、
否
定
し
た
り
す

る
必
要

は
な
い
。

日
本
は
後
発
の
資
本
主
義
国
で
あ
り
、
中
国

に
深
い
歴
史
的
、
文

化
的
な
淵
源
を
有
す
る
近
隣

で
も
あ
る
。
両
国

は

「
一
衣
帯
水
」
、
コ

葦
可
航
」
(小
舟

で
渡
る
こ
と
が
で
き
る
意
)
の
地
に
あ

っ
て
、
近
代

初
期
に
は
と
も
に
西
洋

の
植
民
侵
略
に
脅
か

さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、

日
本
は
幕
末
以
来
、
中
国

の
阿
片
戦
争
、
太
平

天
国
と

い
っ
た
諸
事

態

に
大

い
に
関
心
を
よ
せ
、

一
八
六
〇
年
代
初
中
期
に
は
、
四
度
も

上
海
に
使
節
を
派
遣
し
、
日
本
に
よ
る
近
代
中
国
調
査
を
は
じ
め
た
。
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こ
れ
に
つ
い
て
は
拙
著

『
「千
歳
丸
」
上
海
行

日
本
人

一
八
六
二

年
的
中
国
観
察
』
(商
務
印
書
館
、
二
〇
〇

一
年
)
に
詳
述
し
た
。
明

治
維
新
以
降
、
日
本

の
国
勢
は
に
わ
か
に
高
ま
り
、
「中
国
経
略
」
「海

外
雄
飛
」
の
戦
略
を
う
ち
立

て
、
次
第
に
中
国
を
侵
略
占
領
す
る

「大

陸
政
策
」

を
企
て
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
を
実
行
に
移
し
た
。
こ
う

し
た
情
勢

の
も
と
で
、
日
本

の
中
国
に
か
ん
す
る
調
査
研
究

の
程
度

と
規
模

は
、
欧
米
諸
国
に
く
ら
べ
、
遅
れ
た
も
の
が
先

の
も
の
を
追

い
越
す
勢

い
が
あ

っ
た
。

近
代
日
本

の
中
国
調
査
活
動

で
大
量
の
文
献
資
料
を
残
し
、
系
統

的
に
行
な
わ
れ
た
も
の
に
は
以
下

の
よ
う
な
い
く

つ
か
の
種
類
が
あ

る
。第

一
は
、
学
者
、
官
吏
、
商
人
、
軍
人
、
浪
人
の
個
人
訪
問
記
で

あ
り
、

一
九
世
紀

の
中
後
期
か
ら
二
〇
世
紀
の
初
中
期
に
お
け
る
高

杉
晋
作
、

日
比
野
輝
寛
、
名
倉
予
何
人
、
竹
添
光
鴻
、
岡
千
初
、
安

東
不
二
雄

、
宇
野
哲
人
、
内
藤
湖
南
等
に
よ
る
中
国
旅
行
日
記
、
随

筆
な
ど
が
あ
る
。
ゆ
ま
に
書
房
か
ら
平
成
九
年

(
一
九
九
七
年
)
に

出
版
さ
れ
た
小
島
晋
治
監
修

『幕
末
明
治
中
国
見
聞
録
集
成
』

二
〇

巻
、
平
成

=

年

(
一
九
九
九
年
)
に
出
版
さ
れ
た
小
島
晋
治
監
修

『大
正
中

国
見
聞
録
集
成
』

一
〇
巻

は
こ
れ
ら
紀
行
文
の
精
選

で
あ

り
、
こ
の
な
か
か
ら
近
代
日
本
人
に
よ
る
中
国
旅
行
見
聞

の
範
囲
と

深
さ
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
は
、
日
本

の
中
国
駐
在
領
事
部
門
が
中
国

の
商
業
事
情
、
政

治
、
社
会

、
文
化
に

つ
い
て
行
な

っ
た
地
域
ご
と
の
調
査
で
あ
り
、

外
務
省
は
明
治

一
四
年
か
ら
、
領
事
報
告
を

『通
商
彙
編
』
年
刊
と

し
て
編
纂
し
、
以
後
半
年
ご
と
に
出
版
し
た
。
農
商
務
省
は
明
治

一

八
年
か
ら
二

一
年
に

『農
商
工
公
報
』
(月
刊
)
を
発
行
し
、
各
号
に

「領
事
報
告
」
を
載
せ
た
。
明
治

一
九
年
以
降

、
外
務
省
に
属
す
る

『通
商
彙
編
』
は

『通
商
報
告
』
と
名
称
を
改

め
、
明
治

二
二
年
末
に

は
休
刊
と
な
り
、
明
治
二
七
年
に

『通
商
彙
纂
』
と
し
て
復
刊
し
た
。

漢

口
総
領
事

の
水
野
幸
吉
著

『漢
口
』、
内

田
佐
和
吉
著

『武
漢
巷

史
』
と
い
っ
た
類

の
書
籍
は
、
領
事
部
門
に
よ
る
調
査

の
副
産
物
で

あ
る
。
筆
者
が
愛
知
大
学
図
書
館
で
見
た

『特

調
班
月
報
』
(
一
九
四

一
年
)
は
、
上
海
日
本
総
領
事
館
特
別
調
査

班
の
調
査
報
告
集

で
、

中
国
侵
略
戦
争
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。

第
三
は
、
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
調
査
部

が
東
北
、
内
蒙
古
、
華

北
、
華
東
に
つ
い
て
行
な

っ
た

「慣
行
調
査
」

で
あ
り
、
す
で
に
出

版
さ
れ
て
い
る
大
部
の
著
作

『満
鉄
調
査
資
料
』
が
あ
る
。

第
四
は
、
日
本
軍
の
北
平
情
報
機
関
が
ス
ク
ラ
ッ
プ
形
式

で
作
成

し
た
中
国
調
査
⊥

木
次
情
報
資
料

(広
西
師
範
大
学
出
版
社
か
ら

一
九
九
四
年
に
こ
の
資
料

の
中
国
語
部
分
が
出
版
さ
れ
て
い
る
)
で

あ
る
。

第
五
は
、
日
本

の
各
実
業
団
体
に
よ
る
中
国
の
経
済
、
商
業
事
情

の
調
査
で
あ
る
。
筆
者
は
日
本
興
業
銀
行

の

一
九
四
二
年
、

一
九
四

三
年
、
一
九
四
四
年

の

『調
査
月
報
』
と
南
亜
海
運
株
式
会
社

の

『調

査
内
報
』
(
一
六
巻
)
を
閲
覧
し
た
こ
と
が
あ

る
が
、
中
国
の
経
済
貿

易
お
よ
び
交
通
分
野

に
か
ん
す
る
調
査
が
非
常

に
詳
し
い
。
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以
上
数

種
類

の
う
ち
、
満
鉄
調
査
が
最
も
よ
く
知
ら
れ
、
そ
の
資

料
は
内
外

の
学
者

に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
米
国
籍

の
華
僑
学
者

黄
宗
智
に
よ
る
華
北
の
小
農
経
済

に
つ
い
て
の
研
究
や
長
江
デ
ル
タ

の
小
農
家
庭

に
つ
い
て
の
研
究

(中
華
書
局
か
ら
す
で
に
二
冊
の
中

国
語
訳
が
出
版
さ
れ
て
い
る
)
は
、
主
に
満
鉄

の
調
査
資
料

に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
。
米
国
の
社
会
学
者
杜
賛
奇

(P
rasenjit])
ロ
碧
9)
の

著
書

『文

化
、
権
力
与
国
家
-

一
九
〇
〇
ー

一
九
四
二
年
的
華
北

農
村
』
(江

蘇
人
民
出
版
社
か
ら

一
九
九
四
年
に
王
福
明
訳
で
出
版
さ

れ
て
い
る
)
は
、
華
北
地
区
の
村

の
構
造
を
研
究
し
た
も

の
で
、
や

は
り
主
要

な
資
料
は
満
鉄
の
調
査

に
よ

っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

調
査
活
動

の
持
続
期
間

の
長
さ
、
調
査
地
域

の
分
布

の
広
さ
か
ら

い

え
ば
、
第

一
位

に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
の
は
東
亜
同
文
書
院
の
中
国
旅
行

調
査
で
あ

る
。

東
亜
同
文
書
院
の
ル
ー
ツ
は
、
日
本
を
盟
主
と
し
て
西
洋

の
勢
力

に
対
抗
し

よ
う
と
し
た
興
亜
論
者
荒
尾
精
(
一
八
五
八
-

一
八
九
七
)

が

一
八
八
六
年
に
創
設
し
た
漢
口
楽
善
堂

(漢

口
漢
水

の
岸
辺
に
あ
っ

た
)
に
さ

か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。
漢
口
楽
善
堂

は
、
明
治
期
の

「中
国
経

略
」
の
伝
奇
的
人
物

で
あ
る
岸
田
吟
香

(
一
八
三
三
ー

一
九

〇
五
)
が
創
設
し
た
上
海
楽
善
堂

の
支
店
で
あ
り
、
表
向
き
に
は
目

薬

(精
錆
水
)
、
漢
方
薬
材
料
、
書
籍
、
雑
貨
を
営
業
販
売
し
、

一
方

で
経
費
を
提
供
し
て
、

「中
国
調
査
の
試
行
調
査
」
を
行
な

っ
て
お

り
、
そ
の
範
囲
は
西
北
、
西
南
地
区
に
重
点

を
お
い
た
。
た
と
え
ば

漢
口
楽
善
堂

の
堂
員
山
崎
並
{三
郎
は
雲
南
、
貴

州
に
深
く
分
け
入

っ

て
調
査
を
行
な
い
、浦
敬

一
は

一
八
八
八
年
に
西
北

に
調
査
に
赴
き
、

一
八
九
九
年
に
は
蘭
州
か
ら
伊
黎
に
向
か
う
途
中

で
消
息
を
絶

っ
た
。

中
西
正
樹
は
直
隷
、
河
南
、
陳
西
、
四
川
、
雲
南
、
貴
州
を
旅
行
し

た
。石
川
伍

一
の
四
川
に
か
ん
す
る
調
査
報
告

は
た
い
へ
ん
詳
し
い
。

松
田
満
雄
は
四
川
の
山
中
に
分
け
入
っ
て
調
査

を
行
な
い
、
足
跡
は

ム　
　

チ
ベ
ッ
ト
辺
境

の
地
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
漢
口
楽
善
堂

の

『外
員

の
探
査
す
べ
き
心
得
』
に
よ
れ
ば
、
調
査
し
た
人
物
に
は
君
子
、
豪

傑
、
長
者
、
侠
客
、
富
者
が
含
ま
れ
、
そ
の
姓
名
、
住
所
、
年
齢
、

　　
　

行
跡
が
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
調
査
内
容
に
は
各
地

の
山
川
土

地
の
形
状
、
人
口
の
粗
密
、
風
俗

の
善
悪
、
貧
富
、
被
服
糧
秣
な
ど

ムヨ
　

が
含
ま
れ
る
。
荒
尾
精
は

一
八
八
九
年
に
帰
国
し
、
参
謀
本
部
に
二

万
六
〇
〇
〇
字

の

『復
命
書
』
を
提
出
し
、
中
国
の
朝
廷
、
内
政
、

人
物
、
兵
事
、
欧
州
四
大
強
国

(イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ

ン
ス
、
ド
イ
ツ
、

ハ　
　

ロ
シ
ア
)

の
対
中
国
政
策

に
つ
い
て
詳
細
な
分
析
を
行
な

っ
た
。

一
八
九
〇
年
、
荒
尾
精
は
ま
た
上
海
で
日
清
貿
易
研
究
所
を
創
設

し
、
場
所
を
上
海
の
イ
ギ
リ
ス
租
界
大
馬
路
泥
城
橋

の
た
も
と

(翌

年
競
馬
場
前

に
移
転
)
に
置
い
た
。
同
年
末
、
荒
尾
精
の
陸
軍
士
官

学
校
時
代

の
学
友
根
津

一

(
一
八
六
〇
1

一
九
二
七
)
が
後
を
引
き

継
い
だ
。

こ
の
研
究
所
は

一
五
〇
名
の
日
本
人
学
生
を
募
集
し
、
入

学
後
は
中
国
語

(北
京
語
)
を
学
び
、
中
国

の
商
業
習
慣
お
よ
び
社
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会
状
況
を

調
べ
る
こ
と
を
任
務
と
し
て
い
た
。
学
生

の
修
業
年
限
は

四
年
、
初

め
の
三
年
間
は
学
科

で
、
最
後

の

一
年
は
実
地
調
査
と
実

務

で
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
方
法

は
後
の
東
亜
同
文
書
院

の
先
駆
け
と

な

っ
た
。

一
八
九
二
年
に
根
津

一
は
漢
口
楽
善
堂
と
上
海
日
清
貿
易

研
究
所
の
中
国
実
地
調
査
資
料

に
基
づ
き
、
『清
国
通
商
総
覧

日

清
貿
易
必
携
』
を
編
纂
し
た
。
全
部
で
二
編
三
冊
、
二
三
〇
〇
頁
余

り
か
ら
な

り
、
地
理
、
交
通
、
運
輸
、
金
融
、
産
業
、
習
慣
な
ど
の

項
目
に
分

か
れ
、
当
時

の
日
本
人
が
対
中
事
業
に
携
わ
る
際

の
百
科

事
典
と
な

っ
た
。
ま
た
現
代
人
が
清
末
の
社
会

(と
く
に
経
済
生
活
)

を
研
究
す

る
上
で
貴
重
な
文
献
で
も
あ
る
。
運
営
資
金
が
底
を
突

い

た
た
め
、

日
清
貿
易
研
究
所
は

一
八
九
三
年
八
月
に
活
動
を
停
止
し

た
が
、
所
属

の
日
清
商
品
陳
列
所
は
存
続
し
た
。

一
八
九

四
年

に
日
中
戦
争
が
勃
発
し
、
日
清
貿
易
陳
列
所
が
閉
鎖

さ
れ
た
。

一
八
九
七
年

に
は
荒
尾
精
が
台
湾
で
ペ
ス
ト
に
か
か
り
逝

去
し
た
。
翌
年
、
「東
亜
同
文
会
」
が
東
京
で
設
立
さ
れ
、
会
長
は
ア

ジ
ア
主
義
者

で
公
爵
、
日
本
貴
族
院
議
長

の
近
衛
篤
麿

(号
は
霞
山
、

一
八
六
三

-

一
九
〇
四
)
が
就
任
し
た
。
近
衛
は

『
同
人
種
同
盟
、

附
支
那
問
題
研
究
の
必
要
』
と
い
う
文
章
を
発
表
し
、
「東
洋

の
前
途

は
終
に
人
種
競
争
の
舞
台
た
る
を
免
か
れ
じ
。
…
…
最
後

の
運
命
は

黄
白
両
人
種

の
競
争
に
し
て
、
此
競
争

の
下
に
は
支
那
人
も
日
本
人

バ　
　

も
、
共
に
白
人
種
の
仇
敵
と
し
て
認
め
ら
る
る
」
と
の
考
え
を
示
し

た
。
日
本
軍

の
参
謀
総
長
川
上
操
六
は

一
八
九
七
年

に
神
尾
先
臣
大

佐
を
中
国

に
派
遣
し
、
両
江

(江
南
と
江
西
)
総
督
劉
坤

一
、
湖
広

(湖
北
と
湖
南
)
総
督
張
之
洞
を
訪
問
さ
せ
、
二
人
に
近
衛
の
こ
う
し

た
思
想
を
受
け
入
れ
る
よ
う
求
め
、
張
、
劉
は
従
来

の

「連

ロ
拒
日
」

　　
　

か
ら
日
本
と
連
合
し
西
洋

に
対
抗
す
る
方
針

へ
と
転
じ
た
。

近
衛
篤
麿
は

一
八
九
九
年

一
〇
月
に
中
国
を
訪
問
し
、
南
京

で
両

江
総
督
劉
坤

一
に
面
会
し
、
東
亜
同
文
会

の
中
国
で
の
学
校
設
立
に

つ
い
て
協
議
し
、
劉
の
同
意
を
得
た
。

こ
の
年
の

一
二
月
、
義
和
団

事
件
勃
発
の
前
夜
、
劉
坤

一
は
東
亜
同
文
会

の
代
表
た
ち
に
謝
意
を

　
フ
　

表
し
、
彼
ら

の
教
育

に
対
す
る
努
力

は

「宗
教
と
無
関
係
で
あ
る
」

と
述

べ
る
と
と
も
に
、
と
く
に

「そ
の
立
教

要
綱
は
四
書
五
経
を
宗

と
し
、
こ
れ
を
西
洋
の
諸
科
学
で
補
う
も
の
で
、
ま
さ
に
体
と
用
が

　　
　

そ
な
わ

っ
て
い
る
」
と
賞
賛
し
た
。

一
九
〇
〇
年
五
月
に
は
、
南
京
同
文
書
院

が
創
設
さ
れ
、
院
長
に

は
根
津

一
が
就
任
し
た
。
義
和
団
事
件
の
た
め
、
書
院
は

一
九
〇

一

年
四
月
上
海
に
移
り
、

「東
亜
同
文
書
院
」
(
住
所
は
上
海
高
昌
廟
桂

塁
里
)
と
名
称
を
改
め
、
初
代
院
長
に
は
根

津

一
が
就

い
た
。
学
生

は
日
本

の
各
府
県
か
ら
集
め
ら
れ
、
各
府
県

二
名
の
学
生
は
公
費
待

遇
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
修
業
年
限
は
三
年
で
、
主
に
中
国
語

お
よ
び
中
国
の
歴
史
、
政
治
、
経
済
な
ど
を
教
授
し
た
。
東
亜
同
文

書
院
は
日
本
の
知
識
青
年
か
ら

「幻
の
名
門
校
」
と
さ
れ
、
あ
こ
が

れ

の
対
象

で
あ

っ
た
。

一
九

一
七
年

に
校
舎

は
上
海
徐
家
匪
虹
橋
路

に
移

っ
た
。

一
九
三
七
年

一
一
月
に
は
、
虹
橋
路
校
舎

が
焼
失
し
、

一
九
三
八
年

に
校
舎

は
徐
家
匿
海
格
路

の
元

交
通
大
学

の
校
舎

に

移

っ
た
。

一
九
三
九
年
、
東
亜
同
文
書
院
は
専
門
学
校
か
ら
大
学
に
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昇
格
し
、
「東
亜
同
文
書
院
大
学
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。

一
九
四
五
年

に
日
本

が
敗
戦
、
投
降
し
た
こ
と
に
よ
り
、
上
海
東
亜
同
文
書
院
大

学
は
閉
校
と
な

っ
た
。
日
本
に
戻

っ
た
同
文
書
院
大
学
の
教
職
員
と

学
生
は
大
学

の
再
編
を
協
議
し
、
朝
鮮

ソ
ウ
ル
の
京
城
帝
国
大
学
、

台
北
帝
国
大
学
か
ら
日
本
に
帰

っ
た

一
部

の
教
職
員
、
学
生
と
資
料

を
吸
収

し
て
、

一
九
四
六
年
、
愛
知
県
豊
橋
市

に
愛
知
大
学
を
設
立

し
た
。
今
日
の
愛
知
大
学
は
中
部
日
本
の
文
科
系
大
学
と
し
て
、
そ

の
規
模

は
か

つ
て
の
東
亜
同
文
書
院
を
は
る
か
に
凌
ぎ
、
専
門
お
よ

び
学
科

も
人
文
社
会
科
学

の
各
分
野
に
及
び
、
東
亜
同
文
書
院
が
蓄

積
し
た
中
国
問
題
に
か
ん
す
る
豊
富
な
資
料
と
中
国
現
地
調
査
の
伝

統
を
受

け
継
ぎ
、
「中
国
学
」
が
そ
の
優
勢
と
特
色
の

一
つ
と
な

っ
て

い
る
。

言
語
文
字

の
面
だ
け
か
ら
見
て
も
、
愛
知
大
学
は
東
亜
同
文

書
院
が
蓄
積
し
た
言
語
資
料
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
絶
え
ず
新
し

い
資
料

を
取
り
入
れ
、
『中
日
大
辞
典
』
を
編
纂
し
、
そ
の
収
録
語
彙

は

一
四
万
語
、
計
二
七
〇
〇
頁
、
発
行
部
数

は

=
二
万
部
に
達
し
て

い
る
。

こ
の
他
さ
ら
に

『中
日
政
経
用
語
辞
典
』
な
ど
の
編
纂
も
行

な

っ
て

い
る
。

「南
京

同
文
書
院
-
上
海
同
文
書
院
-
東
亜
同
文
書
院
大
学
-
愛
知

大
学
」

は
、
二
〇
世
紀
と
同
じ
歳
月
を
重
ね
た
中
国
の
現
状
お
よ
び

中
国
文
化
研
究
の
高
等
教
育
機
関
と
さ
え
い
え
、
そ
の
先
駆

(漢
口

楽
善
堂

、
上
海
日
清
貿
易
研
究
所
)
に
よ
る
中
国
調
査
活
動
は
早
く

も

一
九

世
紀
八
〇
年
代
、
九
〇
年
代
に
始
ま

っ
て
い
た
。

東
亜
同
文
書
院
と
そ
の
前
身
漢
口
楽
善
堂
、
上
海
日
清
貿
易
研
究

所

の
創
設
者

で
あ
る
近
衛
篤
麿
、
荒
尾
精
、
根
津

一
等
は
、

い
ず
れ

も
日
本

の

「興
亜
論
」
者
で
あ
る
。
「興
亜
論
」
は

「ア
ジ
ア
主
義
」

と
も
呼
ば
れ
、
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
、
朝
野
の
い
ず
れ
に
も
大

き
な
影
響

が
あ

っ
た
。
「興
亜
論
」
は
ア
ジ

ア
の
隣
国
を
蔑
視
す
る

「脱
亜
論
」
と
う
わ
べ
は
相
反
す
る
よ
う
で
あ

る
が
、
内
実
は
互

い
に

補
完
し
、
と
も
に
日
本

の

「大
陸
政
策
」
の
根
幹
を
な
し
て
い
た
。

「興
亜
論
」
は

「国
権
主
義
」
を
中
心
理
念
と

し
て
お
り
、
日
本
を
盟

主
と
し
て
、
中
国
と

「合
従
」
し
、
朝
鮮
と

「合
邦
」
し
て
、
日
本

の

「指
導
」
の
も
と
東
ア
ジ
ア
を

「頼
む
に
足

る
」
力
た
ら
し
め
、

欧
米
勢
力

の
東
進
を
防
こ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。
「興
亜
論
」
は
さ
ら

に
日
中
両
国
は

「同
文
同
種
」

で
あ
り
、
漢
字
文
化
、
儒
教
道
徳
は

東
ア
ジ
ア
各
国

の

「親
和
」

の
基
礎
で
あ
り
、
日
、
中
、
朝
三
国
が

こ
の
基
礎
に
立

っ
て

「協
力
分
労
」
し
、
「
一
体
化
」
を
実
行
す
る
こ

と
は
、
す
な
わ
ち
日
本

の
統

一
的
指
導

の
も
と
で
西
洋
と
互

い
に
対

抗
す
る
こ
と
で
も
あ
る
と
強
調
し
た
。
東
亜

同
文
書
院

の
建
学
の
趣

旨
、
養
成
目
標
、
教
学
内
容

に
は

「興
亜
論
」

の
こ
う
し
た
基
本
精

神
が
貫
か
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
同
文
書
院

の
二
つ
の
基
本
文
献
で
あ

る

『立
教
要
綱
』
『興
学
要
旨
』
の
な
か
に
は

っ
き
り
と
表
現
さ
れ
て

い
る
。
書
院

は
ま
た

「日
中
親
善
」

の
形
態

で
出
現
し
た
た
め
、
日

東亜同文書院中国調査の評価 と分析195



中
戦
争

の
全
面
的
な
勃
発
以
前

に
は
、
東
亜
同
文
書
院
と
中
国
政
府
、

学
界
お
よ
び
社
会
人
士
と
は
良
好
な
関
係
を
保

っ
て
い
た
。
南
京
同

文
書
院
教
授
兼
幹
事

の
山
田
良
政
は
孫
文
と
睨
懇

の
間
柄

で
、

一
九

〇
〇
年

の
冬
、
恵
州
起
義
に
参
加
し
て
犠
牲

に
な
り
、
民
国
二
年

(
一

九

=
二
年
)
、
孫
文
は
彼

の
た
め
墓
碑
に
文
字
を
書

い
た
。
そ
の
弟
山

田
純
三
郎
は
上
海
東
亜
同
文
書
院

の

一
期
生
で
、
孫
文

の
長
年

の
よ

き
友
人

で
あ
り
、
孫
文
が
病
死
し
た
際
、
山
田
純
三
郎
は
そ
ぼ

に
付

き
添

っ
た
唯

一
の
外
国
人
で
あ
る
。
梁
啓
超
と
東
亜
同
文
書
院

の
初

代
院
長
根
津

一
の
間
に
も
交
友
が
あ
り
、
胡
適
は

一
九
二
七
年
に
、

魯
迅
は

一
九
三

一
年
に
東
亜
同
文
書
院
に
招
か
れ
て
講
演
を
行
な

っ

た
。
東
亜
同
文
書
院
の
教
師
、
学
生
と
な
る
と
、
中
国
人
民

の
抗
日

闘
争
や
革
命
活
動
に
共
感
し
、
支
持
し
た
人
は
さ
ら
に
多
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
全
体
的
に
み
る
と
、
東
亜
同
文
書
院
と
日
本
政

府
の

「大
陸
政
策
」
と
は
互

い
に
結
び

つ
い
て
お
り
、
書
院
は
設
立

当
初
か
ら
、
文
部
省
と
外
務
省

の
二
重
管
理
を
受
け
る
と
と
も
に
、

軍
部
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
後

に
は
直
接
首
相
府
の
管
轄
を
受
け

た
。
こ
の
た
め
そ
の
半
世
紀
近

い
学
校
運
営

の
過
程
で
は
、
必
然
的

に
日
本
政
府

の
対
中
政
策
に
制
約
、
左
右
さ
れ
た
う
え
、
こ
の
間

の

日
中
関
係
の
さ
ま
ざ
ま
な
大
事
と
も
絡
み
合

い
、
と
く
に
日
中
戦
争

期
に
は
、
東
亜
同
文
書
院
も

「学
徒
出
陣
」
「通
訳
従
軍
」
な
ど
を
通

じ
て
中
国
侵
略
戦
略
行

動
に
直
接
加
わ

っ
た
。

一
九
三
七
年
に
は
九

月

の

「学
生
従
軍
第

一
陣
出
発
」
、
一
〇
月
の

「学
生
従
軍
第

二
、
三
、

四
陣
出
発
」、

一
一
月

の

「学
生
従
軍
第
五
、
六
陣
出
発
」
が
相
次

い

だ
。

一
九
四
三
年
に
日
本
は

「学
徒
戦
時
動
員
体
制
」
を
発
布
し
、

東
亜
同
文
書
院
大
学
で
は
こ
の
年
の

一
二
月

に
「第

一
回
学
徒
出
陣
」

が
行
な
わ
れ
た
。

東
亜
同
文
書
院

お
よ
び
東
亜
同
文
書
院
大
学

の
四
十
年
余
り
の
長

期
に
わ
た
る
中
国
旅
行
調
査
活
動
は
日
本

の

「大
陸
政
策
」

の
烙
印

を
押
さ
れ
る
こ
と
を
ま
た
免
れ
な
か

っ
た
が
、
時
期
に
よ

っ
て
か
な

り
大
き
な
違

い
が
あ
る
。

一
九
〇

一
-

一
九

三
六
年

の
間
に
東
亜
同

文
書
院

の
学
生
が
行
な

っ
た
調
査
旅
行
は
、
主
に
商
業
事
情
の
調
査

で
あ
り
、
な
か
で
も

一
九
〇

一
ー

一
九
三
〇
年

の
東
亜
同
文
書
院

の

調
査
旅
行
は
、
中
国
政
府
が
公
布
し
た
パ
ス
ポ
ー
ト
を
得
て
行
な
わ

れ
、
各
地
で
地
方
政
府

の
受
け
入
れ
と
保
護

を
受
け
た
。

一
九
一一二

年
の

「九

・
一
八
」
事
変
以
後
、
中
国
政
府

は
調
査
旅
行
を
支
持
し

な
く
な

っ
た
。
一
九
三
七
年
に
日
中
戦
争
が
全
面
的

に
勃
発
す
る
と
、

調
査
旅
行
は
日
本
軍

の
占
領
区
に
制
限
さ
れ
、
各
地
の
大
使
館
、
領

事
館
、
日
本
軍
、
憲
兵
隊
、
特
務
機
関
な
ど

日
本

の
占
領
勢
力
の
助

け
を
借
り
て
行
な
わ
れ
た
。
注
兆
銘

の
侃
偏
政

府
も
こ
れ
に
協
力
し
、

調
査
表

の
フ
ォ
ー
ム
ま
で
印
刷
し
て
、
現
地

の
人

に
記
入
さ
せ
た
。

東
亜
同
文
書
院
の
学
生
に
よ
る
中
国
調
査
旅
行

の
各
段
階
に
お
け

る
性
質
と
状
態

に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
分

析
す
る
べ
き
で
あ
り
、

一
概
に
論
じ
る
べ
き
で
は
な

い
。
ま
た
こ
れ
ら
の
社
会
調
査
は
目
的

が
ど
う
あ
れ
、
調
査

の
継
続
期
間
が
半
世
紀

近
く
の
長
き
に
達
し
、

範
囲
が
チ
ベ
ッ
ト
を
除
く
中
国

の
す

べ
て
の
省
区

に
及
ん
で
お
り
、

調
査

の
専
門
的
分
業
が
細
か
く
行
な
わ
れ
た
た
め
、
膨
大
な
数

の
第
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一
次
資
料

が
蓄
積
さ
れ
、
清
朝
末
期
と
民
国
の
経
済
、
政
治
、
社
会
、

風
俗
、
文

化
な
ど
多
く

の
分
野

の
研
究
に
貴
重
な
基
礎
的
資
料
を
提

供
し
て

い
る
。

こ
れ
は
中
国

の
歴
史
学
、
社
会
学
、
地
方
史
学
な
ど

の
学
界
が
注
目
し
、
研
究
、
利
用
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
の
調
査

方
法
と
資

料
整
理
の
方
法
に
つ
い
て
も
分
析
し
、
参
考
と
す
る
必
要

が
あ
る
。四

近
代
に
盛
ん
に
な

っ
た
日
本

の
中
国
学
は
理
論
と
方
法

の
上
で
は

深
く
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
実
証
主
義
思
潮

の
影
響
を
受
け
、
と
く
に
ド
イ
ツ

ラ
ン
ケ
史
学

の
影
響
が
強
く
、
科
学
研
究
は
抽
象
的
な
推
理
に
頼
る

べ
き
で
は
な
く
、
「確
実
な
事
実
」
を
基
礎
と
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考

え
ら
れ

て
い
た
。
こ
う
し
た
学
風
は
ま
た
潜
在
的
に
は
中
国

の
乾
嘉

考
証
学

の
理
性
と
実
証

の
精
神
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
も
あ
る
。
明
治

以
前
に
お
け
る
日
本

の
漢
学
者

の
中
国
に
対
す
る
認
識
は
書
物
か
ら

き
て
い
た

が
、
明
治
維
新
で
国
の
扉
が
開
か
れ
る
と
、
学
者
た
ち
は

争

っ
て
中
国
に
出
か
け
実
地
調
査
を
行
な

っ
た
。
竹
添
光
鴻

(
一
八

四
二
ー

一
九

一
七
)
の

一
八
七
〇
年
代
に
お
け
る
中
国
百
日
行
は
、

華
北
、
西
北
、
西
南
を
め
ぐ
り
、
中
国
の
壮
麗
な
山
河
を
存
分
に
眺

め
、
「漢

学
」
の
母
国
に
対
す
る
認
識
を
深
め
る
も
の
で
あ

っ
た
が
、

一
方
で
中
国
が

「寒
疾
」
に
か
か
っ
た
病
人
で
あ
る
こ
と
を
発
見
す

る
旅
で
も

あ

っ
た
。
中
国
を
踏
査
し
た
あ
る
日
本
人
は
清
朝
を

「病

め
る
巨
象
」
と
呼
ん
だ
。
岡
千
初

(
一
八
三

ニ
ー

一
九

一
三
)
等
漢

学
者
は
引
き
続
き
中
国
に
つ
い
て
広
範
な
実
地
調
査
を
行
な
い
、
詳

細
な
旅
行
記
と
研
究
論
著
を
残
し
た
。
こ
の
よ
う
な
現
場
で
の
社
会

調
査
を
重
視
し
て
、
第

一
次
資
料
を
手
に
入
れ
、
直
接

の
観
察
と
体

験
を
得
る
と
い
う
伝
統
は
、
日
本
に
お
け
る
中
国
学

の
特
徴
の

一
つ

で
あ
る
。
何
度
も
中
国
に
赴
き
、
学
術
視
察
を
行
な

っ
た
内
藤
湖
南

(
一
八
六
六
-

一
九
三
四
)
が
創
設
し
た
京
都
学
派

(関
西
学
派
と
も

い
う
)
は
、
実
証
精
神
を
極
限
ま
で
発
揮
し
、
文
献

の
実
証
に
努
め

る
だ
け
で
な
く
、
研
究
者

の
経
験
的
な
実
証
を
強
く
主
張
す
る
。
す

な
わ
ち
、
中
国
を
研
究
す
る
に
は
、
文
献
を
読
む
こ
と
に
止
ま
ら
ず
、

中
国
で
実
地
調
査
を
行
な
い
、
中
国
社
会
や
文
化

に
つ
い
て
の
直
接

的
な
体
験
と
実
感
を
通
し
て
、
詳
細
な
原
始
資
料
を
手
に
入
れ
る
べ

き
だ
と
考
え
る
。
日
本
に
お
け
る
中
国
の
現
状
に

つ
い
て
の
研
究

に

は
、
こ
の
特
色
が
と
く
に
強
く
現
れ
て
お
り
、
東
亜
同
文
書
院

の
中

国
旅
行
調
査
は
、
こ
の
点

の
顕
著
な
実
例
で
あ
る
。

東
亜
同
文
書
院
の
初
代
院
長
根
津

一
は
、
ア
ジ
ア
主
義
者
と
し
て
、

当
時
日
本

で
盛
ん
に
な

っ
て
い
た
日
本
人

の
欧
米

へ
の
旅
行
に
批
判

的
な
態
度
を
も

っ
て
い
た
。
彼
は

『洋
行
者

愚
と
な
る
の
論
』
と

い

う
文
章
を
書

い
た
こ
と
が
あ
り
、
ひ
た
す
ら
欧
米
を
歴
遊
す
る
の
は

日
本
に
と

っ
て
無
益

で
あ
り
、
日
本
人
は
も

っ
と
近
隣
中
国
に
注
目

ム　
　

し
、
大

い
に
中
国
旅
行
調
査
を
す
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
根
津

一

の
こ
う
し
た
考
え
方
は
、
東
亜
同
文
書
院

の
中
国
旅
行
調
査
の
指
針

と
な

っ
た
。
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東
亜

同
文
書
院
は
中
国
の
現
状
研
究
を
専
門
と
す
る
学
校
で
あ
り
、

(漢
口
)
楽
善
堂
と

(上
海
)
日
清
貿
易
研
究
所
の
伝
統
を
受
け
継

ぎ
、
中
国
社
会

の
状
況
に
つ
い
て
の
実
地
調
査
を
大
い
に
重
視
し
た
。

第

一
期

以
来
、
各
期

の
学
生
は
三
カ
月
か
ら
半
年
を
か
け
、
中
国
政

府
の
許

可
証
を
得
て
、
数
人

一
組
と
な
り
、
あ
る
い
は
列
車
や
船
で
、

あ
る
い
は
馬
や
徒
歩
で
、

「沐
雨
櫛
風
」
(雨
の
日
も
風
の
日
も
休
ま

ず
)
「風
餐
雨
宿
」
(風
を
食
し
、
露
を
し
と
ね
と
し
)
、
足
跡
は
中
国

の
都
市

と
農
村

の
至
る
所
に
及
び
、
中
国
近
現
代

の
大
事
件
を
直
接

目
の
当

た
り
に
し
た
調
査
班
も
あ
る
。
辛
亥
の
武
昌
起
義
、
辛
亥
の

四
川
帰

順
、
革
命
軍

の
端
方
処
刑
、
北
洋
軍
閥
混
戦
、
第
二
次
革
命

間
の
江

漸
戦
争
、
上
海
攻
防
戦
、
「五
四
運
動
」
後

の
全
国
的
な
反
日

の
波
、

一
九
二
八
年

の

「済
南
事
変
」
な
ど
は
、

い
ず

れ
も
観
察
記

録
に
残

っ
て
い
る
。

東
亜

同
文
書
院

の
旅
行
調
査
で
は
、毎
回
調
査
を
実
施
す
る
前
に
、

専
門

の
教

師
が
調
査
テ
ー

マ
を
定
め
、
学
生
が
調
査
を
行
な
う
上
で

の
理
論

、
方
法
、
お
よ
び
関
連
専
門
分
野
の
学
習
を
指
導
し
、
と
く

に
調
査

方
法
に

つ
い
て
の
指
導
を
受
け
て
か
ら
、
第
六
期
生

の
晋
蒙

(山
西
、

モ
ン
ゴ
ル
)
隊
、
第
九
期
生

の
郷
川

(湖
北
、
四
川
)
隊
、

第

一
〇

期
生

の
香
港
北
海
隊
、
第

一
三
期
生

の
山
東
、
遼
寧
、
吉
林

ムね
　

隊
な
ど

の
よ
う
に
、
旅
行
隊
を
編
成
し
て
出
発
す
る
。
旅
行
調
査
の

総
方
針

は
院
長

の
根
津

一
が
定
め
、
具
体
案
は
経
済
、
商
科
を
担
当

す
る
根
岸

倍
教
授
が
決

め
て
い
た
。
根
岸
は
、
資
金
不
足

の
日
本
が

西
洋
と
競

争
す
る
た
め
に
は
、
中
国
の
商
業

の
実
状
に
通
暁
す
る
必

要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
実
地
調
査
を
行
な

わ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
た
。

東
亜
同
文
書
院
の
学
生
に
よ
る
調
査

の
内
容
は
、
中
国
各
地

の
経

済
状
況
、
商
習
慣
、
地
理
情
勢
、
民
情
風
俗
、
多
様
な
方
言
、
農
村

の
実
態
、
地
方
行
政
組
織
に
及
ん
だ
。
具
体
的
調
査
項
目
に
は
、
地

理

(沿
線

の
地
勢
、
気
候
、
都
市
、
人
情
風
俗
、
交
通
運
輸
、
関
税
)
、

経
済

(経
済
単
位
、
資
本
家
、
労
働
者
、
田
園
と
住
宅
、
農
業
、
牧

畜
業
、
林
業
、
鉱
業
、
工
業
、
物
価
、
生
活
水
準
、
外
国
企
業
お
よ

び
そ
の
勢
力
)、
商
業

(貿
易
状
況
、
物
価
、
同
業
組
合
、
度
量
衡
、

貨
幣
、
金
融
、
商
品
、
商
業
慣
例
)、
政
治

(現
在

の
政
情
お
よ
び
過

ムニ

去

の
政
情
)
が
含
ま
れ

て
い
た
。

一
五
、

一
六
期
生

の
調
査

で
は
、

経
済
問
題
に
つ
い
て
さ
ら
に
細
か
く
分
類
し
、
金
融
、
交
通
、
海
上

運
輸
、
農
業
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
特
定
テ
ー
マ
の
考
察
が
行
な
わ
れ
た
。

記
述

ス
タ
イ
ル
は
文
字

の
他
、
図
表
、
素
描

・
ス
ケ
ッ
チ
、
写
真
な

ど
が
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
の
見
聞
資
料
は
、
学
生
が

「調
査
旅
行
報
告

書
」
と
し
て
整
理
し
、
卒
業
論
文
に
す
る
と
と
も
に
、
宣
伝
お
よ
び

説
明
報
告
活
動
を
行
な

っ
た
。
調
査
報
告

に
求
め
ら
れ
た
の
は
、
実

証
的
態
度
を
厳
守
す
る
こ
と
で
あ
り
、

一
、
本
当
の
事
を
書
き
、
二
、

空
理
空
論
は
不
要
、
三
、
他
人
の
剰
窃
は
禁
止
と
さ
れ
、
四
、
出
所

が
曖
昧
な
も
の
は
零
点
と
見
な
さ
れ
た
。

二
〇
世
紀
前
半
の
四
十
年
余
り

の
間

(
一
X
0

1
-

1
九
四
五
)

に
、
東
亜
同
文
書
院
、
東
亜
同
文
書
院
大
学

の
学
生
五
千
余
人
は
前

後
し
て
中
国
調
査

に
参
加
し
、
そ
の
旅
行

コ
ー

ス
は
七
〇
〇
、
チ
ペ
ッ
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ト
以
外
の
中
国
の
あ
ら
ゆ
る
省
区

に
及
び
、各
期
の
学
生

の
調
査

コ
ー

ス
は
蜘
蛛

の
巣

の
よ
う
に
中
国

の
東
西
南
北
に
分
布
し
、
東
南
ア
ジ

ア
や

ロ
シ
ア
の
シ
ベ
リ
ア
、極
東

に
ま
で
足
を
伸
ば
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
調
査
旅
行
の
日
程
が
最
も
長
か
っ
た
の
は
、
第
二
期
生
の
林
出

賢
次
郎
が

一
九
〇
五
年
に
行
な

っ
た
新
彊
調
査
旅
行

で
、
計
二
七
四

日
、
天
山
北
路
を
賊
渉
し
、
中

ロ
国
境

の
伊
梨
に
ま
で
達
し
た
。

一
九
二
九
年
に
お
け
る
東
亜
同
文
書
院
の
学
生
調
査
旅
行
の
コ
ー

ムむ

ス
を
例
に
と
る
と
、
そ
の
カ
バ
ー
範
囲

の
広
さ
が
わ
か
る
。

愛
知
大
学
文
学
部

の
藤
田
佳
久
教
授

は
東
亜
同
文
書
院
の
中
国
旅

行
を
、

一
九
〇

一
年
か
ら

一
九
〇
五
年
ま
で
の

「肇
始
期
」
(こ
の
間

に
は
主

に
山
東
方
面

へ
の
旅
行
と
武
漢
方
面

へ
の
旅
行
が
あ
る
)
、
一

九
〇
六
年
か
ら

一
九

一
九
年

の

「拡
大
期
」
(
こ
の
時
期
を
象
徴
す
る

の
は
外
務
省
が

一
九
〇
七
年
か
ら
調
査
旅
行
に
補
助
金
を
出
す
よ
う

に
な
り
、
調
査
旅
行
が
中
国

の
各
省
区

に
拡
大
し
た
こ
と
で
あ
る
)、

一
九
二
〇
年
か
ら

一
九
三
〇
年

の

「円
熟
期
」

(調
査
活
動

の
専
業

化
、
綿
密
化
、
調
査
資
料
の
整
理
に
大
き
な
成
果
が
見
ら
れ
、
最
も

目
立

つ
の
は

一
九
二

一
年
に
出
そ
ろ
っ
た

一
八
巻
本
の

『支
那
省
別

全
誌
』

お
よ
び
馬
場
鍬
太
郎
が
相
次

い
で
出
版
し
た

『支
那
経
済
地

理
誌
』

『支
那
重
要
商
品
誌
』
な
ど
で
あ
る
)
、

一
九
三

一
年
か
ら

一

九
三
七
年

の

「制
約
期
」

(「九

・
一
八
事
変
」
以
後
、
中
国
政
府

は

東
亜
同
文
書
院

の
中
国
調
査
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
く
な
り
、
そ
の
調
査

活
動
は
日
本
軍
の
占
領
区
に
制
限
さ
れ
た
)
に
分
け
て
い
る
。

一
九

三
七
年

の
盧
溝
橋
事
変

の
後
、
日
中
戦
争
が
全
面
的
に
勃
発
し
、
東

亜
同
文
書
院
の
上
海
虹
橋
校
舎
も
戦
火
に
焼

か
れ
、
書
院
は

一
旦
長

崎
に
避
難
し
、
日
本
軍
が
上
海
を
占
領
し
て
か
ら
、
書
院
は
再
び
上

海
に
戻

っ
た
。

一
九
三
七
年
か
ら

一
九
四
五

年
の
書
院
お
よ
び
書
院

大
学

の
中
国
調
査
は
戦
争
の
た
め
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
こ
の

た
め
藤
田
佳
久
教
授
は
こ
の
時
期
に
名
称
を
与
え
て
い
な
い
。
し
か

し
筆
者
が
文
献
資
料
を
見
た
り
、
現
在
も
健

在

の
同
文
書
院
大
学
後

期

の
卒
業
生
に
取
材
し
た
り
し
て
わ
か
っ
た
と

こ
ろ
に
よ
る
と
、

こ

の
時
期
の
中
国
調
査
旅
行
は
断
続
的
な
が
ら
、
ほ
ぼ

一
九
四
五
年

の

八
月
ま
で
続

い
た
。
た
だ
し
そ
の
地
域
は
当
然
な
が
ら
日
本
軍

の
占

領
区
に
限
ら
れ
て
い
た
。
四
四
期
生

(
一
九

四
三
年
入
学
)
の
土
門

義
男
が

一
九
九
八
年
五
月
九
日
に
筆
者
に
語

っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

彼
は

一
九
四
五
年

の
初
夏
に
調
査
旅
行
に
参
加
し
、
そ
の
コ
ー
ス
は

上
海
-
青
島
-
熱
河
-
東
北

で
あ

っ
た
。
三
六
期
生
の
春
名
和
雄
が

一
九
九
九
年
七
月

一
二
日
に
筆
者
に
語

っ
た

と
こ
ろ
で
は
、
彼
が
参

加
し
た
旅
行
班
は

一
九
三
九
年

に
江
蘇
南
通

に
赴
き
社
会
調
査
を
行

な

っ
た
が
、
日
本
軍
の
兵
舎

に
宿
泊
し
、
し
か
も
日
本
軍

の
た
め
に

臨
時
通
訳
を
務
め
た
。
四
〇
期
生
賀
来
揚
子
郎
、
四
二
期
生
小
崎
昌

業

は
同
日
、
彼
ら
が
在
籍
し
た
二
期
は
、
戦
争

の
た
め
に
正
規
の
旅

行
調
査
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
と
語

っ
た
。
四
五
期
生
松

山
昭
治
が

一
九
九
八
年
五
月
九
日
に
語

っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
彼

は

一
九
四
四
年
の
春

に
長
崎
か
ら

「吉
林
丸

」
に
乗

っ
て
出
航
し
、

米
軍

の
潜
水
艦
を
避
け
て
、
朝
鮮
半
島

の
西
海
岸
を
北
上
し
、
山
東

1gg-一 東亜同文書院中国調査 の評価 と分析



1929年 の東亜同文書院学生調査旅行コース

班 名 日数 経 由 地 人数

東三省新交通路

東北斜線経済調査班

大連 、天 津、深 州 、山 海 関 、連 山 湾、錦 州 、奉 天 、撫 順 、海 竜 、朝

62陽 、盤 石 、煙 筒 山 、双河 鎮 、吉林 、長春 、敦 化 、老 頭 溝 、銅 仏 寺 、延4

吉 、竜 井 村 、頭道 溝 、会 寧 、ソウ ル、プサ ン

東三省新交通路

西北斜線経済調査班

天 津 、濠 州、山 海 関、w:+'c.:島、錦 州 、打虎 山 、彰 武 、通遼 、開 通 、挑

52南 、鎮 東 、泰 来 、昂 昂渓 、チチ ハ ル 、ハ ル ビ ン、長 春 、四平 街 、奉5

天 、大 連

松下江流域経済調査

班

大 連 、奉天 、小 城子 、扶 余 、ハ ル ビ ン、呼 蘭 、木 蘭 、三姓 、湯 源 、樺356

川 、富 帰 、臨 江、ハ バ ロ フス ク、ウ ラジ オ ス トク

東支沿線経済調査班
長 春 、四平 街 、鄭家 屯、昂昂 渓 、満 州里 、呼倫 、ウ ラジ オ ス トク、457

安 達 、ハ ル ビ ン、一 面 披 、海林

遼河流域および四挑

昂沿線経済調査班

天津 、北 京、営 口、新 民 府 、法 庫 門 、鉄 嶺 、天原 、昌図 、四平 街 、遼445

源 、通 遼 、開通 、挑 南、昂 昂 渓、竜 江 、ハ ル ビ ン、長 春 、奉 天 、大連

天津駐屯班 45漢 口、鄭 州 、北 平 、天 津 3

膠済津浦北段経済調

査班
55 海

、天津

青 島、高 密 、灘 県 、臨潤 、涼笛川 、博 山 、済 南 、徳 州 、東 光 、槍 州 、静
5

隅海鉄道徐州東部沿

線経済調査班

青 島、海 州 、挑 湾 、新安 、徐 州 、蜴 山 、帰徳 、蘭封 、開 封 、中 牟 、鄭

63州 、栄 陽、遣 県 、僅 城 、洛 陽、観 音 堂 、陳 州 、霊宝 、濾 関 、西 安 、三5

原 、同 州、蒲 州 、鄭 州、滝 関 、陳 州、鄭 州 、北平 、天津

山西北部縦断経済調

査班

漢 口、鄭 州 、石 家 庄 、平 定 、清 陽、太 原 、黄 土 塞 、大 孟 鎮 、析 州 、平

54原 、陽 明 量 、代 州 、広 武 鎮 、山陰 、応 州 、口泉 、大 同、張 家 口、北7

平 、天津

Aq斉 墨黒路沿線経済
52調査班

大 連 、奉 天、長 春 、ハ ル ビ ン、チ チハ ル 、墨爾 根 、黒 根 、同 江 、ハ6

ル ビ ン、長 春 、大 連

長江沿岸経済調査班
蘇 州 、無錫 、鎮 江 、南 京 、蕪 湖 、安 慶 、九 江 、武 安 、黄石 港 、大 治 、534

漢 口 、沙市 、宜 昌 、重慶 、宜 昌、漢 口

蜀康経済調査班
漢 口、宜 昌 、重 慶 、自流 井 、成 都 、西康 、雅安 、来 江 、峨 帽 山 、嘉907

定 、叙 州 、重 慶 、宜 昌 、漢 口

潰蜀経済調査班
香 港 、ハ イ フォ ン、ハ ノイ 、雲南 、東 川 、老 鴉灘 、叙 州、自流 井 、836

仁 寿 、成都 、石 橋 井 、濾 州、重 慶 、宜 昌、漢 口

潰越沿線経済調査班

広 東 、香 港 、ハ イ フ ォ ン、ハ ノイ 、ラオ カイ 、壁風 塞 、蒙 自、箇

61旧 、ア ミ州、姿分 、礼 興 、宜 良 、雲 南 、呈 貢 、晋 寧 、昆 陽、雲 南 、ハ6

ノイ 、ア ミ州 、ラオ カ イ、ハ イ フ ォン 、香 港

華南港越調査班 50福 州 、厘 門、汕 頭 、広 東 、香 港 、ハ イ フ ォ ン、ハ ノイ 3

呼海黒墨路経済調査68

班

大 連 、長春 、ハ ル ビ ン、呼蘭 、綬化 、海 倫 、墨 爾 根 、黒河 、同 江 、ハ5

ル ビ ン、長春 、大 連

華 南港 越 経 済調 査 班58福 州、屓門 、汕 頭、香港 、広東 、北 海、海 口、ハイ フ ォン、河 南、香港6

南洋経済調査班 73 ン
、香 港

基 隆 、マニ ラ、バ タ ヴ ィ ア、シン ガ ポー ル 、バ ン コ ク、サ イ ゴ
4
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半
島

の
沿
岸
を
通

っ
て
上
海
に
上
陸
し
た
。
東
亜
同
文
書
院
大
学
に

入
学
し
て
学
ん
だ
が
、

一
九
四
五
年

の
初
夏
に
上
級
生
の
旅
行
調
査

出
発
を
見
送

っ
た
だ
け
で
、
自
分

た
ち
の
期
は
旅
行
調
査
を
行
な
う

に
い
た
ら
ず
、

一
九
四
五
年

一
二
月
に
上
海
か
ら
日
本
に
戻

っ
た
。

一
九
三
七
年
か
ら

一
九
四
五
年

の
調
査
旅
行
は
中
止
に
こ
そ
致
ら
な

か

っ
た
が
、
戦
争

の
多
大
な
影
響

を
受
け
た
。
ゆ
え
に
筆
者
は
こ
の

段
階
を
東
亜
同
文
書
院
中
国
調
査

の

「深
刻
な
制
約
期
」
と
呼
ぶ
。

五

東
亜
同
文
書
院

の
中
国
調
査

の
文
献
は
、
お
よ
そ
以
下
い
く

つ
か

の
レ
ベ
ル
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

e

原

始
資
料
、
す
な
わ
ち
書
院

の
歴
代

の
学
生
に
よ
る
旅
行
日

誌

お
よ
び

調
査
報
告
。
同
文
書
院
第

一
〇
期
か
ら
第
二
九
期
ま
で
各

期

の
学
生

に
よ
る

「調
査
旅
行
報
告
書
」
(
一
九
三
五
年
以
前

の
旅
行

日
誌
お
よ
び
調
査
報
告
)
の
写
し
は
、
B
5
判

の
和
紙

(美
濃
罫
紙
)

本

に
、
日
本
語
の
草
書
で
書
か
れ
て
お
り
、
計
七
〇
七
冊
が
現
在
愛

知
大
学
豊
橋
校
舎
の
図
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は

一

九
九
六
年
、

一
九
九
七
年

の
二
回
、
愛
知
大
学
に
短
期
学
術
訪
問
を

行
な

っ
た
際
に
、
こ
れ
ら
の
文
献
に
ふ
れ
、

一
九
九
八
年
に
愛
知
大

学
で
教
員
を
務
め
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
、
再
び
こ
れ
ら
を
詳
し
く

調

べ
た
。

こ
の
他
、
房
建
昌
氏
が

『椹
案
与
史
学
』

一
九
九
八
年
第

五
期
に
発
表
し
た

「上
海
東
亜
同
文
書
院

(大
学
)
棺
案
的
発
見
及

価
値
」

に
よ
れ
ば
、
東
亜
同
文
書
院
お
よ
び
東
亜
同
文
書
院
大
学

の

一
九
三
六
ー

一
九
四
三
年
の
旅
行
日
誌
、
調
査
報
告
は
現
在
も
北
京

図
書
館

に
完
全
保
存
さ
れ
て
い
る
。

一
九
九
九
年
、
わ
れ
わ
れ
は
す

で
に

「国
家
図
書
館
」
と
名
称
を
変
更
し
た
元

の
北
京
図
書
館
に
行

き
、

こ
れ
ら

の
資
料
を
め
く

っ
て
調
べ
た
。

こ
の
な
か
に
は
、

一
九

三
六
-

一
九
四
三
年
の
東
亜
同
文
書
院
お
よ
び
東
亜
同
文
書
院
大
学

の
校
務
資
料
、
学
生
の
旅
行
日
誌
、
調
査
報
告
書

が
含
ま
れ
、
原
稿

本
、
ガ
リ
版
刷
本
、
活
版
本
が
あ

っ
た
。
愛
知

大
学
豊
橋
校
舎
図
書

館
と
北
京
図
書
館

(現
中
国
国
家
図
書
館
)

の
関
連
蔵
書
は
、
東
亜

同
文
書
院
と
東
亜
同
文
書
院
大
学
の

1
九
0

1
-

1
九
四
五
年
に
お

け
る
中
国
旅
行
調
査
の
原
始
文
献
の
ほ
ぼ
全
貌

を
示
し
て
い
る
。

筆
者

は
愛
知
大
学
図
書
館
と

(中
国
)
国
家
図
書
館
で
東
亜
同
文
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書
院
の
学
生
が
書

い
た

「支
那
調
査
報
告
書
」
を
調
べ
、
各
調
査
報

告
書
に
は
い
ず
れ
も
特
定

の
地
域
と
特
定

の
テ
ー

マ
が
あ
る
こ
と
を

発
見
し
た
。
た
と
え
ば
、
第

二
三
期
生
の

『南
支
港
勢
調
査
』
は
、

香
港
に
か
ん
す
る
調
査
が
と
り
わ
け
詳
し
い
。
第

二
七
期
生
天
野
治

邦
の

『青
島
港
貿
易
概

況
』
は
デ
ー
タ
が
極
め
て
豊
富
で
あ
り
、
山

東
省
調
査
班
田
所
善
良

の
『山
東
省

の
物
産
出
廻
お
よ
び
輸
出
状
況
』

は
細
部
が
詳
し
く
、
第

三

一
期
生

の
湖
北
、
湖
南

の
市
鎮
に
か
ん
す

る
調
査
、
と
り
わ
け
漢

口
、
長
沙
に
か
ん
す
る
調
査

は
フ
ァ
ー
ス
ト

ハ
ン
ド
の
取
材
資
料
が
頗

る
多

い
。

「七

・
七
事
変
」
に
よ
り
日
中
戦
争
が
全
面
的
に
勃
発
し
て
か
ら

は
、
東
亜
同
文
書
院

の
調
査
活
動
は
日
本
軍

の
占
領
区
内
に
制
限
さ

れ
た
。
調
査
報
告
は
依
然
と
し
て
専
門
性
を
示
し
て
は
い
た
が
、
多

く
が
日
本

の
中
国
侵
略

戦
争
に
直
接
関
連
し
た
も
の
と
な

っ
た
。
昭

和

一
四
年

(
一
九
三
九

年
)
の

『東
亜
同
文
書
院
大
学
東
亜
調
査
報

告
書
』
に
選
ば
れ
た
分
類
に
は
次
の
も
の
が
あ

っ
た
。

一
、
地
理
調

査
、
『岳
陽
城
人
口
調
査
報
告
』
『蒙
彊
に
於
け

る
自
動
車
交
通
状
況
』

を
含
む
。
二
、
経
済
調
査
、
『貨
幣
金
融
状
況
』
『広
東
に
於
け
る
貨

幣
金
融
状
況
』
『漢
口
に
於
け
る
外
人
権
益
』

『広
州
市
に
於
け
る
第

三
国
権
益
の
特
異
性
』
を
含
む
。
三
、
商
業
調
査
、
『安
徽
省
に
於
け

る
物
産
出
廻
取
引
状
況
』
な
ど
を
含
む
。
四
、
資
源
商
品
調
査
、
『漢

口
市
場
に
於
け
る
豚
毛
』
『事
変
下

に
於

け
る
北
支
綿
花

の
生
産
需

要
』
を
含
む
。
五
、
社
会
調
査
、
『中
支
に
於
け
る
支
那
人
の
対
日
感

情
』
『山
西
に
於
け
る
対
日
感
情
』
『香
港

に
於
け
る
支
那
人

の
対
日

感
情
』
な
ど
を
含
む
。
六
、
特
別
調
査
、
『香
港
華
僑
概
況
』
『仏
領

印
度
支
那
に
於
け
る
対
日
感
情
に
就
い
て
』
『
事
変
下
に
於
け
る
タ
イ

華
僑

の
動
向
』
な
ど
を
含
む
。

昭
和

一
五
年
度

(
一
九
四
〇
)

の

『東
亜

同
文
書
院
大
学
東
亜
調

査
報
告
書
』
は
、
地
理
調
査
、
経
済
調
査
、
商
業
商
品
調
査
、
工
業

調
査
、
社
会
調
査
の
い
く

つ
か
の
部
分
に
分

か
れ
る
。
昭
和

一
六
年

度

(
一
九
四

一
)
の

『東
亜
同
文
書
院
大
学
東
亜
調
査
報
告
書
』
に

収

め
ら
れ
た
調
査
報
告
に
は
、
青
島
港
に
お
け
る
民
船
業

の
状
況
、

鎮
江
の
金
融
状
況
、
包
頭
に
お
け
る
当
舗
研
究
、
度
門
に
お
け
る
貨

幣
金
融
状
況
、
広
東
に
お
け
る
貨
幣
金
融
状

況
、
戦
時
下
に
お
け
る

九
江
の
米
穀
供
給
な
ど
が
あ
り
、
経
済
を
テ
ー

マ
と
す
る
も
の
が
主

ム
ほ
　

で
あ
る
。

以
下
に
二

つ
の
実
例
を
あ
げ
、
東
亜
同
文
書
院
旅
行
調
査
報
告
書

の
概
況
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
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㈲

膠
済
駐
在
班
二
七
期
生
天
野
治
邦
に
よ
っ
て
書
か
れ
た

『青

島
港
貿
易
概
況
』

は
、
現
在

(中
国
)
国
家
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て

お
り
、
「上
海
東
亜
同
文
書
院
図
書
館
印
」
と

「国
立
南
京
図
書
館

蔵
」
の
印
が
押
さ
れ
、
用
紙
に
は

「東
亜
同
文
書
院
調
査
報
告
用
紙
」

と
い
う
文
字
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
「第
四
六
巻
」
と
表
示
し
て
あ
る
。

目
次
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

青
島
港
貿
易
概
況

目
次

第 第 第 第 第 第
六 五 四 三 ニ ー
章 章 章 章 章 章

貿
易
総
額

関
税
収
入

出
入
の
船
舶

対
外
直
接
貿
易

輸
移
入
貿
易

輸
移
出
貿
易

②

山
東
省
調
査
班
第
四
班
田
所
善
良
に
よ
っ
て
書
か
れ
た

『
山

東
省
の
物
産
出
廻
取
引
状
況
に
就

い
て
』。
押
さ
れ
て
い
る
印
鑑
は
㈲

と
同
じ
。目

次

第

一
章

緒
言

第
二
章

山
東
省
農
産
物
の
商
品
化

第
三
章

重
要
物
産

の
出
廻
蛙

に
取
引
状
況

第

一
項

葉
煙
草

第

二
項

落
花
生

第
三
項

小
麦
と
麺
粉

口

旅
行
日
誌
を
整
理
し
て
で
き
た
年
度
旅

行
誌
。
東
亜
同
文
書

院
お
よ
び
東
亜
同
文
書
院
大
学
は
、
歴
代

の
学
生
の
中
国
旅
行
報
告

を
集
め
て
、
『大
旅
行
誌
』
と
し
て
編
纂

・出

版
し
た
。
毎
年
刊
行
し

た
の
は
、
第
七
期
以
降

で
あ
り
、
毎
年
の
旅

行
誌
は
単
行
本
と
し
て

出
版
し

(年
に
よ

っ
て
は
欠
け
て
い
る
が
)
、
巻
頭
に
は
中
国
の
要
人

や
著
名
人

(孫
文
、
康
有
為
、
黎
元
洪
、
段
棋
瑞
、
湯
化
龍
、
張
国

澄
等
)
に
題
字
を
書

い
て
も
ら
っ
た
。
孫
文

は
第

一
四
期
生
の
旅
行

誌
に

「壮
遊
」
と
題
字
を
書

い
た
。
黎
元
洪

は
第

二

期
生
と

=
二

期
生
の
旅
行
誌
に
そ
れ
ぞ
れ

「遊
於
芸
」
「書
同
文
」
と
、
段
棋
瑞
は

第

一
四
期
生

の
旅
行
誌
に

「作
述
之
林
」
と
題
字
を
記
し
た
。
当
時

孫文により第14期 生の旅行誌に寄せられた題字

溝肚

 

孫
毒
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の
教
育
総
長
湯
化
龍
は
第

一
二
期
旅
行
誌

に

「発
皇
耳
目
、
開
拓
心

胸
」
と
記

し
た
。

筆
者
が
愛
知
大
学
図
書
館
で
見
た
同
文
書
院
学
生
の
旅
行
日
誌

の

写
し
で
最

も
早
い
時
期

の
も
の
は
、
第
二
期
生
、
河
南
湖
広

コ
ー

ス

隊
石
川
仁

平
の
旅
行
日
誌

で
、
時
期
は
明
治
四

一
年

(
一
九
〇
八
)

七
月
六
日

か
ら

一
〇
月
二
八
日
ま
で
で
あ
る
。
第
三
期
生
か
ら
第
五

期
生

の
旅
行
日
誌
の
写
し
は
少
な
く
な
い
。
第
六
期
生
の
旅
行
誌
は

『禺
域
鴻
爪
』
の
総
称
で
学
友
会
会
報

に
連
載
さ
れ
、
以
後
各
期
生
の

旅
行
誌
は
次
頁
表

の
通
り
、
単
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

戦
後
、
同
文
書
院

の
卒
業
生

は
当
時
の
旅
行
誌

の
続
編
を

つ
く
り
、

昭
和
四
五
年

(
一
九
七
〇
年
)
に
は

『続
千
山
萬
里
』
が
、
昭
和
五

五
年

(
一
九
八
〇
年
)
に
は

『続
嵐
吹
け
吹
け
』
が
、
昭
和
五
九
年

(
一
九
八

四
年
)
に
は

『続
靖
亜
行
』
が
出
版
さ
れ
た
。

口

原

始
調
査
資
料
を
基
礎
に
、
そ
れ
を
加
工
、
整
理
し

て
で
き

た
叢
書
、

誌
書
、
専
門
書
。
第

一
期
生

の
調
査
報
告
を
素
材
に
編
集

し
た

『清

国
商
業
習
慣
及
金
融
事
情
』
は
、
出
版
さ
れ
た
後
好
評
を

博
し
た
。

そ
の
後
、
東
亜
同
文
書
院

の
各
期
の
学
生
が
中
国
に

つ
い

て
行
な

っ
た

「絨
毯
を
巻
き
取
る
か
の
よ
う
な
」
調
査
資
料
は
い
ず

れ
も
東
亜

同
文
会
東
京
本
部
の
調
査
編
纂
部
に
送
ら
れ
、
整
理
し
た

上
で
専
門
書
が
編
ま
れ
た
。
『支
那
経
済
全
書
』

一
二
巻

(
一
九
〇
七

-

一
九
〇

八
年
出
版
)
を
例
に
と
る
と
、
こ
の
調
査
に
携
わ

っ
た
学

生
の
総
数

は
約
二
百
余
名
、原
稿
は
二
万
頁
以
上
に
達
し
、
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト
の
大

き
さ
が
わ
か
る
。
『支
那
省
別
全
誌
』

一
八
巻

(
一
九

一
七

1

一
九
二
〇
年
出
版
)

に
は
、
「広
東
、
広

西
、
雲
南
、
山
東
、
四

川
、
甘
粛

(附
新
彊
)
、
陳
西
、
河
南
、
湖
北

、
湖
南
、
江
西
、
安

徽
、
漸
江
、
福
建
、
江
蘇
、
貴
州
、
山
西
、
直

隷
の
各
省
が
含
ま
れ
、

い
わ
ゆ
る

「満
蒙
」
だ
け
が
含
ま
れ
て
い
な

い
。
こ
れ
は

一
九
〇
七

年
か
ら

一
九

一
八
年

の
間
、
東
亜
同
文
書
院

の
四
年
生
を
計
画
的
に

中
国
各
省
区
に
派
遣
し
、
実
地
調
査
に
あ
た
ら
せ
、
調
査
に
よ

っ
て

得
た
資
料
を
編
集
し
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
お
よ
そ
政
治
、
社
会
、

経
済
、
地
理
な
ど
に
詳
細
な
記
述
が
あ
り
、
そ
れ
を

一
つ
の
本
に
ま

　せ

と
め
た
」
。
そ
の
後
さ
ら
に
追
加
、
修
正
を
加

え
、
『新
修
支
那
省
別

全
誌
』

一
九
巻

(
一
九
四

一
年
か
ら

一
九
四
六
年
に
出
版
)
を
出
版

し
た
。

東
亜
同
文
書
院
の
教
授
が
書

い
た

一
部

の
著
作
、
馬
場
鍬
太
郎
の

『支
那
経
済
地
理
誌
』
『支
那
重
要
商
品
誌
』、
根
岸
倍

の

『清
国
商
業

総
覧
』
は
、
広
く
学
生

の
旅
行
調
査
資
料
を
利
用
し
て
い
る
。

こ
の

他
、
東
亜
同
文
会
調
査
編
纂
部

の

『支
那
開
港
場
誌
』
な
ど
の
本
も
、

東
亜
同
文
書
院

の
調
査
報
告
を
大
量
に
採
用

し
て
い
る
。

近
年
、
日
本

で
は
東
亜
同
文
書
院

の
中
国
調
査
資
料
が
相
次

い
で

整
理
出
版
さ
れ
て
い
る
。
主
な
も

の
に
は
、
藤
田
佳
久
編
著

『東
亜

同
文
書
院
中
国
調
査
旅
行
記
録
』
第

一
-
三
巻

(愛
知
大
学
刊
)、
谷

光
隆
編

『東
亜
同
文
書
院
大
運
河
調
査
報
告
書
』

(愛
知
大
学
刊
)、

渥
友
会
編
集
委
員
会
が
出
版
し
た

『東
亜
同
文
書
院
学
生
大
陸
大
旅

行
秘
話
』
、
新
人
物
往
来
社
が

一
九
九

一
年
に
出
版
し
た

『上
海
東
亜

同
文
書
院
大
旅
行
記
録
』
が
あ
る
。
後

の

一
冊
に
収
め
ら
れ
た
書
院
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東亜同文書院第7期 生以降の旅行誌

旅行記名 出版年 出版元 総頁数

『一 日一信』

『旅行記念誌』

『孤帆蔓蹄』

『楽此行』

『沐雨櫛風』

『同舟渡江』

『暮雲曉色』

『風餐雨宿』

『利渉大川』

『虎風龍雲』

『容射朧遊』

『虎穴龍頷』

『金聲玉振』

『彩雲光霞』

『乗雲騎 月』

『黄塵行』

『漢華 』

『線を描 く』

『足跡』

『東南西北』

『千山萬里』

『北斗之光』

『亜細亜 の礎』

『出盧征雁』

『翔 陽譜』

『南腔北調』

『嵐 吹け吹 け』

『靖亜行』

『大旅行紀』

『大 陸遍路』

『大 陸紀行』

第7期 生

第8期 生

第9期 生

第10期 生

第11期 生

第12期 生

第13期 生

第14期 生

第15期 生

第16期 生

第18期 生

第19期 生

第20期 生

第21期 生

第22期 生

第23期 生

第24期 生

第25期 生

第26期 生

第27期 生

第28期 生

第29期 生

第30期 生

第31期 生

第32期 生

第33期 生

第34期 生

第35期 生

第36期 生

第38期 生

第39期 生

明治43年(1910年)

明治44年(1911年)

明治45年 ・大 正1年(1912年)

大正2年(1913年)

大正3年(1914年)

大正4年(1915年)

大正5年(1916年)

大正6年(1917年)

大正7年(1918年)

大正8年(1919年)

大正10年(1921年)

大正11年(1922年)

大 正12年(1923年)

大 正13年(1924年)

大正15年 ・昭和1年(1926年)

昭和2年(1927年)

昭和3年(1928年)

昭和4年(1929年)

昭 和5年(1930年)

昭 和6年(1931年)

昭 和7年(1932年)

昭 和8年(1933年)

昭 和9年(1934年)

昭 和10年(1935年)

昭 和11年(1936年)

昭 和12年(1937年)

昭 和13年(1938年)

昭 和14年(1939年)

昭 和15年(1940年)

昭 和17年(1942年)

昭 和18年(1943年)

上海東亜同文書院

上海東亜同文書院

上海東亜同文書院

上海東亜同文書院

上海東亜同文書院

上海東亜同文書院

上海東亜同文書院

上海東亜同文書院

上海東亜同文書院

上海東亜同文書院

上海東亜同文書院

上海東亜同文書院

上海東亜同文書院

上海東亜同文書院

上海東亜同文書院

上海東亜同文書院

上海東亜同文書院

上海東亜同文書院

上海東亜同文書院

上海東亜同文書院

上海東亜同文書院

上海東亜同文書院

上海東亜同文書院

上海東亜同文書院

上海東亜同文書院

上海東亜同文書院

上海東亜同文書院

上海東亜同文書院

上海東亜同文書院

上海東亜同文書院

上海大陸新報社

447頁

462頁

458頁

346頁

460頁

570頁

642頁

554頁

502頁

792頁

687頁

712頁

541頁

672頁

378頁

636頁

510頁

494頁

474頁

671頁

523頁

496頁

629頁

512頁

544頁

425頁

498頁

432頁

326頁

445頁

aog東 亜同文書院中国調査の評価 と分析



学
生

の
旅
行
日
誌
は
、
旅
行
中
に
遭
遇
し
た
日
常
的
な
事
件
を
記
録

し
た
も
の
で
、
卒
業
論
文
と
し
て
の
専
門
的
な

『調
査
報
告
書
』
と

は
異
な
る
。

こ
う
し
た
旅
行
日
誌
は
感
覚
的
な
体
験
に
偏

っ
て
い
る

た
め
に
、
歴
史
的
場
面

の
描
写
が
豊
富

に
残

っ
て
お
り
、
外
国
の
観

察
者
か
ら
見
た
中
国
国
内

の
情
勢

の
変
化
を
映
し
だ
し
、
歴
史
学
的
、

社
会
学
的

に
特
殊
な
価
値
を
も

っ
て
い
る
。
今
回
、
武
漢
大
学
人
文

学
院
中
国
文
化
研
究
所

の
楊
華
助
教
授
と
李
少
軍
助
教
授
等
が

『上

海
東
亜
同
文
書
院
大
旅
行
記
録
』
を
中
国
語
に
訳
し
、
商
務
印
書
館

か
ら
出
版
し
、
「近
代
日
本
人
禺
域
踏
査
書
系
」
の

一
冊
と
し
て
、
中

国
の
読
者

の
利
用
に
供
し
た
。

六

一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
は
、
日
本
帝
国
主
義
が
急
速
に

発
展
し
た
時
期
で
あ
り
、
お
お
よ
そ

一
八
九
四
年
以
前

の

「前
帝
国

主
義
期
」
、

一
八
九
五
ー

一
九

一
四
年

の

「帝
国
主
義

へ
の
過
渡
期
」
、

一
九

一
五

-

一
九
三

一
年
の

「帝
国
主
義
加
速
期
」
、
一
九
三
ニ
ー

一

ム
お
　

九
四
五
年

の

「高
度
帝
国
主
義
期
」
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

方
、
東
亜

同
文
書
院

(
一
X
0

1
-

1
九
四
五
)
お
よ
び
そ
の
前
身

で
あ
る
漢

口
楽
善
堂

(
一
八
八
六
-

一
八
九
〇
)、
上
海
日
清
貿
易
研

究
所

(
一
八
九
〇
1

一
八
九
四
)
は
ま
さ
に
こ
の
大
き
な
歴
史
的
な

流
れ
の
時

期
に
存
在
し
て
い
た
。
し
か
も
そ
の
主
宰
者
と
日
本
政
府

や
軍
部
と

の
間
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
学
校
運
営

の
方
針
全
体

が
日
本

の

「大
陸
政
策
」
の
影
響
を
大
き
く
受
け
、
東
亜
同
文
書
院

の
中
国
旅
行
調
査
活
動
に
も
必
然
的
に

「大

陸
政
策
」

の
烙
印
が
押

さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
東
亜
同
文
書
院

の
中
国
旅
行
調
査
は
近

代
実
証
科
学
に
基
づ
い
て
展
開
さ
れ
た
大
規
模

で
長
期
的
な
調
査
活

動
で
あ
る
。
彼
ら
が
用
い
た
調
査
方
法
は
参
考
に
値
す
る
も
の
で
あ

り
、
蓄
積
さ
れ
た
調
査
資
料
は
、
清
末
か
ら
民
国
期
に
か
け
て
の
中

国
経
済
、
政
治
、
文
化

・
教
育
、
社
会
の
研
究
に
豊
富
な
資
料
を
提

供
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
の

一
部
は
当
時
の
中
国
政
府

の
あ
ち
こ
ち

に
散
ら
ぼ

っ
て
い
た
資
料
を
収
集
、
整
理
し
た
も
の
で
あ
り
、

一
部

は
フ
ァ
ー
ス
ト

ハ
ン
ド
の
社
会
調
査
資
料
で
あ
る
。
当
時

の
中
国
に

は
、系
統
的
に
こ
う
し
た
資
料
を
集
め
、
整
理

す
る
条
件
が
そ
な
わ

っ

て
い
な
か

っ
た
。

一
九
四

一
年
毛
沢
東
は

『
「農
村
調
査
」
的
序
言
和
践
』
(
「農
村
調

査
」
の
は
し
が
き
と
あ
と
が
き
)
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「中

国
の
幼
稚
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
、欧
米
や
日
本

の
ブ
ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー

の
よ
う
に
、
社
会
状
況
に
か
ん
す
る
比
較
的

と
と
の
っ
た
、
あ
る
い

は
最
低
限
の
資
料
さ
え
、
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
用
意
す
る
ま
で
に
は

な

っ
て
い
な
い
し
、
ま
た
そ
れ
は
永
久
に
不
可
能

で
あ
る
か
ら
、
ど

う
し
て
も
わ
れ
わ
れ
自
身
が
、
資
料
を
あ

つ
め
る
仕
事
を
し
な
け
れ

お
　

ば
な
ら
な
い
」
。
こ
こ
で
の

「中
国
の
幼
稚
な
ブ
ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー
」
に

対
す
る
推
量
は
大
体
実
際
に
合
致
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
民
国
期

に
国
民
政
府

の

一
部

の
部
門
、
地
震
局
な
ど

が
、
力
を
結
集
し
て
特

定
テ
ー
マ
の
社
会
調
査
を
行
な
い
、
貴
重
な
資
料
を
残
し
た
こ
と
が
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あ
る
。

一
部
の
社
会
学
者

(費
孝
通
、
李
景
漢
等
)
が
レ
ベ
ル
の
高

い
社
会
調
査
を
行
な

っ
た

こ
と
も
あ
り
、
費
孝
通

の

『江
村
経
済
』

は
今
で
も
輝
き
を
放

っ
て
い
る
。

三
〇
年
代
に
出
版
さ
れ
た

「社
会

調
査
叢
書
」
(中
華
平
民
教
育
促
進
会
出
版
)
は
佳
作
が
多
く
、
李
景

漢
の

『定
県
社
会
概
況
調
査
』
(民
国
二

一
年
)
に
は
高

い
価
値
が
あ

る
。
し
か
し
、
全
体
的
に
み
る
と
、
当
時
の
中
国
は
弱
小
国
で
あ
り
、

戦
乱
が
絶
え
ず
、
大
規
模
か

つ
長
期
間

の
系
統
的
社
会
調
査
を
行
な

う
こ
と
な
ど
不
可
能
で
あ

っ
た
。

一
方
東
亜
同
文
書
院
の
旅
行
調
査

は
継
続
期
間
が
長
く

(前
身

で
あ
る
漢
口
楽
善
堂
、
上
海
日
清
貿
易

研
究
所
を
加
え
る
と
、
調
査
期
間
は
半
世
紀
を
超
え
る
)、
カ
バ
ー
範

囲
が
広
く

(チ
ベ
ッ
ト
を
除
く
全
て
の
省
区
に
及
ぶ
)、
専
門
的
分
業

が
細
か
く
、
原
始
資
料

の
保
存
が
完
全
で
あ
る
な
ど
の
特
徴
を
そ
な

え
、
ま
さ
に
清
末
民
初

の
中
国
国
内

に
お
け
る
社
会
調
査

の
不
足
を

補
う
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
東
亜
同
文
書
院

の
調
査
資
料
誕
生

の
特
殊
な
背
景

の
た
め
に
、
今
日
使
用
す
る
際
に
は
、
歴
史
主
義
的

な
分
析
が
必
要
で
あ
る
。
た
と
え
ば
各
地
の
中
国
人

の

「対
日
感
情
」

調
査
に
つ
い
て
は
、
日
本

の
中
国
侵
略
を
美
化
す
る
内
容
が
多
く
含

ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
除
外
す

べ
き
で
あ
る
。

東
亜
同
文
書
院

は
日
本

の

「大
陸
政
策
」

の
形
成
、
発
展
段
階
の

産
物
で
あ
り
、
そ
の
責
任
者

の
思
想
と
実
践
も
ま
た
相
当
複
雑

で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
東
亜
同
文
書
院

の
歴
史

に
つ
い
て
段

階
に
分
け
て
具
体
的
な
分
析
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
。
そ
の
日
本
軍

国
主
義

の
中
国
侵
略
政
策

に
奉
仕
し
た
側
面
に
つ
い
て
は
、
厳
正
な

批
判
を
加
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
東
亜
同
文
書
院
の

旅
行
調
査
に
用
い
ら
れ
た
厳
格
な
実
証
科
学

の
方
法
は
参
考
に
値
す

る
も
の
で
あ
り
、
蓄
積
さ
れ
た
豊
富
な
資
料
は
史
料
的
価
値
を
そ
な

え
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ら
を
重
視
し
、
十
分
に
利
用
す
る
べ

き
で
あ
る
。
以
上
二
つ
の
側
面

に
つ
い
て
、
混
清
し
て
は
な
ら
な
い
。

東
亜
同
文
書
院
の
状
況
に
類
似
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
上
回
る
南
満

州
鉄
道
株
式
会
社
も
日
本

の
中
国
侵
略
政
策

の
産
物
で
あ
る
。
し
か

し
、
満
鉄
調
査
部
の
中
国
社
会
調
査
が
も

つ
学

術
的
価
値
は
、
こ
れ

ま
で
ず

っ
と
重
視
さ
れ
、
世
界
各
国
の
学
者
が
現
代
中
国
を
研
究
す

る
際
に
利
用
さ
れ
た
。

ス
タ
イ

ン
は
西
洋
人
に
よ
る
敦
捏

の
文
物
略

奪
の
急
先
鋒

で
あ
り
、

ス
タ
イ

ン
の
こ
う
し
た
行
為
に
つ
い
て
は
非

難
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
、
ス
タ
イ

ン
の
敦
煙
学
お
よ
び

中
国
西
北

の
歴
史
地
理
に
か
ん
す
る
資
料

の
発
掘
お
よ
び
研
究
は
、

学
術
界
か
ら
注
目
さ
れ
、
そ
の
著
作
は
世
界
的

に
知
ら
れ
、
中
国
で

も
再
三
翻
訳
、
出
版
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
と
同
じ
道
理
で
、
わ
れ
わ

れ
は
東
亜
同
文
書
院

の
中
国
調
査
に
も
分
析
的
な
、
実
事
求
是
の
態

度
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。

註〈
1
>

黒

龍
会
編

『東

亜
先

覚

志
士

記
伝

』
下

巻

、

六

年
、

列
伝
参

照
。

〈
2
>

井

上
雅

二

『
巨
人
荒

尾

精
』

東
亜

同
文

会

、

四

-
二
五
頁

。

些
三
ノ＼

年

原壷

房

九
六
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〈
3
>

同
右

、

二
九
頁

。

〈
4
>

東

亜

同
文

会
編

『対

支

回
顧
録

』
下
巻

、

原
書

房
、

一
九

六

八

年

、

四
七

一
-
四
九

六
頁

。

〈
5
>

『
近
衛

篤
麿

日
記

』
附
属

文
書

、
鹿
島

研
究

所

出
版
会

、

一
九
六

八

-

一
九
六

九
年

、

六

ニ
ー
六

三
頁

。

こ
の
文
章

は
東

亜
文

化

研
究

所
編

『
東
亜

同
文

会
史

』

霞
山

会
、

一
九

八
八
年

、

一
八

〇

1

一
八

一
頁

に
も
掲

載

さ
れ

て

い
る
。

〈
6
>

張

之

洞

は

一
八

九

八
年

一
月

に
総

理
衙

門

に
上

申
書

を
送

り

、

日
本

の

「
イ
ギ

リ

ス
、
中

国

と
連
合

し
、

ロ
シ

ア
、

ド
イ

ッ
に
対
抗

し

、
自

保

を
図

る
」
提

案

を
肯
定

し
、
さ

ら

に

「日
本

人

の
こ

の
行

動

は
利
害

が
非
常

に
明
確

で
あ
り
、

我
が

国

に
も
大

い
に
利

益

が

あ

る
よ
う

で
あ
る
」

と
述

べ
た
。

張
之

洞

「致

総

署
」
光

緒

二
十

三
年

十

二
月
初

十

日

巳
刻

発

(苑
書

義
、
孫

華
峰

、
李

乗
新

主
編

『張

之

洞
全

集
』

第

三
巻

、

一
九

九

八
年
、

二

=

二
頁

)
。

〈
7
>

前
掲

『
東
亜

同
文

会

史
』

第

二
編

、
資

料
編

を
参

照
。

〈
8
>

同
右

。

〈
9
>

渥
友

会

『
東

亜

同
文
書

院

大
学
史

』
一
九

八

二
年

、
二
七

頁
参

照
。

〈
10
>

濾
友

会

『
上

海
東

亜

同
文

書
院
大

旅
行

記
録

』
新

人
物

往
来

社

、

一
九

九

一
年

。

こ

の
本

の
中

国
語
訳

、
商
務

印
書

館

、

二
〇

〇

〇
年

を
参

照
。

〈
H
>

『
日
本

外

交
文

書

』
M
T

>>1
1
0

二

一
三
、
五

一
五
ー

五

三
九

頁
。

〈
12
>

『
東

亜
同

文
書

院

誌
』
東

亜

同
文
書

院
、

一
九

三
〇
年

、
八

三

-

八
六
頁

。

〈
B
>

以
上

三

冊

の
調

査
報

告
書

は

い
ず

れ

も
上
海

同
文

書
院

大
学

か

ら
出

版

さ

れ
、

出

版

年

は
そ

れ
ぞ

れ

一
九

四
〇
年

、

一
九

四

一
年

、

一
九

四

二
年

で
あ

る
。

〈
14
>

『
中

国
省
別

全
誌

巻

頭
言

』
、
『
支

那
省
別

全
誌

』
東

亜
同

文
会

出

版

、

一
九

一
七
年

。

〈
15
>

[米
]

任
達

(D
o
u
g
la
s
R
.
R
ey
n
o
ld
s)
著

、

李
仲

賢
訳

『
新

政

革

命
与

日
本

』
江
蘇

人
民

出
版

社
、

一
九

九
八

年
、

=

五
頁
参

照

。

〈
16
>

『
毛
沢

東
著

作
選

読
』
下

冊
、
人
民

出
版
社

、

一
九

八
八
年

、
四

六

七
頁

。

(邦

訳

筒

井

紀
美

)
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